
春
か
ら
桐
華
祭
実
行
委
員
会

の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
準
備

の
先
頭
に
立
っ
て
き
た
委
員
長

の
立
花
彩
香
さ
ん
（
メ
デ
ィ
ア

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３

年
）
に
準
備
の
様
子
や
実
行
委

委
員
の
思
い
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
聞

い
た
。
（
小
野
寺
七
海
）

❖
桐
華
祭
へ
の
意
気
込
み
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

立
花

昨
年
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
特
に
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
昨

年
よ
り
さ
ら
に
活
気
の
あ
る
桐

華
祭
に
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
委
員
全
体
で
一
丸

と
な
り
準
備
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
「
笑
顔
満
載
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
通
り
学
生
の
輝
く
笑

顔
が
来
場
し
て
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ん
の
元
気
の
源
に
な
れ
ば

私
た
ち
実
行
委
員
一
同
は
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。

❖
今
年
は
ど
ん
な
桐
華
祭
に
し

た
い
で
す
か
。

立
花

普
段
の
学
生
生
活
で
は

学
生
や
職
員
以
外
と
の
交
流
は

少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で

も
桐
華
祭
当
日
は
近
隣
の
方
々

や
十
文
字
へ
入
学
志
望
す
る
高

校
生
の
来
場
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
学
園
祭
を
通
し
て
普
段
交

流
す
る
こ
と
の
な
い
人
た
ち
と

関
わ
る
良
い
機
会
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
学
外
か
ら

来
場
さ
れ
た
方
々
の
思
い
出
に

残
り
、
「
ま
た
来
た
い
な
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
学
園
祭
に
し

た
い
で
す
ね
。

❖
委
員
長
を
や
る
上
で
大
変
だ
っ

た
こ
と
は

。

立
花

例
年
に
比
べ
て
実
行
委

員
の
１
年
生
が
多
か
っ
た
の
で

シ
フ
ト
を
組
む
の
が
大
変
で
し

た
。
ま
た
学
園
祭
が
近
づ
く
に

つ
れ
て
や
る
こ
と
が
増
え
、
バ

イ
ト
や
学
業
と
の
両
立
に
苦
労

し
た
点
で
す
。
実
行
委
員
１
人

１
人
が
そ
う
し
た
苦
労
を
乗
り

越
え
、
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

❖
実
行
委
員
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
。

立
花

は
じ
め

は
高
校
の
と
き

の
文
化
祭
の
感

覚
で
「
楽
し
そ

う
だ
な
～
」
く

ら
い
に
思
っ
て

立
候
補
し
ま
し

た
。
実
際
に
活

動
し
て
み
る
と

お
昼
休
み
や
空

き
コ
マ
、
夏
休

み
に
集
ま
っ
て

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
し
た
り
飾
り

つ
け
の
準
備
を

し
た
り
と
想
像

よ
り
忙
し
く
て

驚
き
ま
し
た
。

何
度
も
「
や
め

よ
う
か
な
～
」
と
思
い
ま
し
た

が
、
い
ざ
１
年
終
え
て
み
る
と

達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

就
活
を
す
る
上
で
こ
の
経
験
は

必
ず
役
に
立
つ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
で
は
や
っ
て
良
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。

❖
最
後
に
一
言
。

立
花

「
桐
華
祭
盛
り
上
げ
る

ぞ
～
！
」

【
取
材
メ
モ
】

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
、
終
始
明

る
い
立
花
さ
ん
で
し
た
が
、
知

ら
れ
ざ
る
努
力
が
あ
っ
た
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
地
域
の
方
々

と
の
連
携
、
学
生
支
援
課
と
協

力
し
な
が
ら
実
行
委
員
会
各
局

に
仕
事
を
振
る
な
ど
本
番
を
間

近
に
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。
桐
華
祭
成
功
す
る
と

い
い
で
す
ね
。
（
小
野
寺
）

ラ
イ
デ
ザ
新
聞

＜発行＞

十文字学園
女子大学
ライター

デザイン部

桐花祭特集

2019（令和元）年10月26日 十文字学園女子大学「第53回桐華祭」特集号 （１）

今日から第53回桐華祭（10月26日、27日）

テーマは「笑顔満祭」
届け笑顔 輝け十文字生

本
学
の
学
園
祭
「
桐
華
祭
」
が
26
日
、
27
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
る
。
53
回
目
を
数
え
る
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
笑
顔
満
祭
」
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
桐
華
祭
に
し
た
い
と
い
う
実
行
委
員
会
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
日
ご
ろ
の
研
究
教
育
や
勉
学
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
の
成
果
を
発
表
す
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々

や
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
、
そ
し
て
高
校
生
な
ど
学
外
の
大
勢

の
人
た
ち
に
本
学
を
知
っ
て
も
ら
う
場
で
も
あ
る
。
桐
華
祭
の
成
功

を
願
い
、
ラ
イ
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
部
が
総
力
を
挙
げ
て
準
備
の
様
子
を

取
材
し
た
。

桐
華
祭
実
行
委
員
長

立
花
彩
香
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
学
生
の
笑
顔
が
元
気

の
源
に
」

裏
面
に
志
村
二
三
夫
学
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ほ
か

両日

◆10：00～

文化展出展 66団体

飲食出店 18団体

◆10：00～15：00

高校生と保護者のための進学相談会

（学生募集部）

◆11：00～15：00

同窓会主催のホームカミングデー

第２日 10月27日（日曜日）
（10：00～16：00）
◆スペシャルイベント（10：00開場）

第1部 お笑いライブ 10：40～

出演：GO！皆川

第2部 トークショー 11：00～

出演：俳優 横浜流星

（当日券はありません）

◆エンディングセレモニー （16：30）

実行委員長・副委員長あいさつ

学長あいさつ

スライドショー

桐華賞 結果発表

エンディング宣言

第１日 10月26日（土曜日）
（10：00～17：00）
◆オープニングセレモニー（9：50）
開会宣言

実行委員長あいさつ

学長あいさつ

団体によるパフォーマンス

◆ガチコン！（12：00～13：30）

７号館１階カフェテリア

藤森沙紀

J和太鼓部

手話部

第53回桐華祭 主なイベント

笑顔〝満載〟の実行委員長、立花さん



健
康
栄
養
学
科
３
年
生
で
結

成
さ
れ
た
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
徳
野
ゼ
ミ
）
が
今
回
出
店
す

る
の
は
、
「
１
キ
ロ
映
え
弁
当
」
。

そ
の
名
の
通
り
彩
り
豊
か
な
弁

当
は
ど
こ
か
ら
見
て
も
「
映
え

る
」
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ア

ス
リ
ー
ト
を
対
象
に
製
作
し
て

い
る
た
め
タ
ン
パ
ク
質
の
多
い

鶏
肉
、
鉄
分
が
沢
山
摂
れ
る
シ

ラ
ス
な
ど
、
運
動
す
る
全
て
の

人
の
ハ
ー
ト
を
つ
か
む
注
目
の

弁
当
だ
。
こ
れ
は
、
サ
ッ
カ
ー

を
頑
張
る
高
校
生
の
練
習
後
に

「
こ
の
よ
う
な
お
弁
当
が
あ
っ

た
ら
嬉
し
い
」
と
い
う
保
護
者

の
声
を
聞
い
て
作
ら
れ
た
も
の
。

代
表
者
の
１
人
、
健
康
栄
養
学

科
３
年
の
有
澤
実
咲
さ
ん
は

「
毎
年
桐
華
祭
に
出
店
し
て
い

る
が
、
お
弁
当
を
出
す
の
は
初

め
て
。
１
日
５
０
食
限
定
な
の

で
是
非
お
早
め
に
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
」
と
当
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
（
大
山
彩
花
）

志
村
学
長
も
過
去
の
桐
華
祭

で
印
象
に
残
っ
た
と
い
う
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
部
。
今
回
桐
華
祭
で
行

う
演
目｢

M
E

A
N
D

M
Y

G
I
R
L
｣

舞

台
は
１
９
３
０
年
代
後
半
の
英

国
の
由
緒
正
し
い
名
門
貴
族
ヘ

ア
フ
ォ
ー
ド
伯
爵
家
で
の
物
語
。

部
長
の
大
山
彩
花
さ
ん
は
主
人

公
ビ
ル
を
演
じ
る
が
、
原
作
に

寄
り
過
ぎ
ず
、
自
分
の
中
の
ビ

ル
を
意
識
し
な
が
ら
挑
戦
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
部
と
し
て
コ

メ
デ
ィ
作
品
は
初
の
試
み
と
い

う
。
感
動
さ
せ
る
こ
と
よ
り
も
、

お
客
様
を
笑
わ
せ
る
こ
と
は
何

倍
も
難
し
く
、｢

コ
メ
デ
ィ
と

シ
リ
ア
ス
の
違
い
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
難
し
く
て
、
気
が
付

か
な
い
う
ち
に
流
れ
が
早
く
な
っ

て
い
た
り
と
苦
戦
し
て
ま
す
が
、

常
に
楽
し
く
コ
メ
デ
ィ
と
シ
リ

ア
ス
の
違
い
を
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
練
習
し
て
い
ま
す｣

と
大

山
さ
ん
。
劇
の
研
究
の
た
め
に

宝
塚
歌
劇
団
の
「M

E
A
N
D

M
Y

G
I
R
L

」
を
見
た
り
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
部
の
先
輩
や
先
生
か
ら
指

導
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。

｢

コ
メ
デ
ィ
要
素
を
た
っ
ぷ
り

取
り
入
れ
た
劇
は
今
回
が
初
め

て
で
す
が
、
笑
い
あ
り
、
涙
少

し
あ
り
の
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
作

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

4
3
1

教
室
へ
お
越
し
下
さ
い｣

。

大
山
さ
ん
は
劇
へ
の
意
気
込
み

を
語
っ
た
。
（
竹
山
智
美
）

桐
華
祭
に
向
け
て
の
意
気
込

み
を
、
１
年
生
６
人
、
２
年
生

７
人
、
４
年
生
５
人
で
活
動
し

て
い
る
J
和
太
鼓
部
の
部
長
、

幼
児
教
育
学
科
２
年
の
内
田
詩

緒
梨
さ
ん
と
高
橋
舞
華
さ
ん
に

聞
い
た
。

普
段
は
防
音
室
で
毎
週
火
曜

日
と
第
三
月
曜
日
の
放
課
後
で

の
練
習
、
月
１
回
外
部
コ
ー
チ

に
よ
る
指
導
を
受
け
て
い
る
そ

う
だ
。
そ
の
他
の
活
動
に
は
、

地
域
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
で

の
演
奏
、
障
害
施
設
の
子
供
た

ち
を
学
校
に
招
い
て
演
奏
を
披

露
し
た
り
、
和
太
鼓
を
体
験
し

て
も
ら
っ
た
り
と
、
積
極
的
に

学
外
で
の
活
動
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。

桐
華
祭
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
ガ
チ
コ
ン
に

出
演
す
る
。
１
年
生
は
入
部
し

て
初
め
て
の
大
き
な
舞
台
で
の

演
奏
を
、
２
年
生
は
昨
年
の
桐

華
祭
か
ら
成
長
し
た
姿
を
、
４

年
生
は
引
退
前
最
後
の
演
奏
に

な
る
の
で
「
集
大
成
を
み
て
ほ

し
い
」
と
内
田
さ
ん
。
今
回
は

２
年
生
が
中
心
と
な
り
、
学
年

ご
と
に
違
っ
た
色
を
出
せ
る
よ

う
に
演
奏
す
る
曲
や
構
成
、
衣

装
な
ど
全
て
自
分
た
ち
で
決
め
、

１
日
目
と
２
日
目
で
同
じ
曲
で

も
演
奏
す
る
人
が
違
い
２
日
連

続
で
見
て
も
楽
し
め
る
努
力
を

し
た
と
い
う
。

２
日
間
ガ
チ
コ
ン
！
に
出
場

す
る
。
１
日
目
は
15
：
00
～
16

:

00
、
２
日
目
は
12:

40
～
12:

50
だ
。
「
ほ
か
の
ス
テ
ー
ジ
と

は
違
う
盛
り
上
が
る
曲
を
選
曲

し
た
の
で
、
手
拍
子
な
ど
で
盛

り
上
が
っ
て
も
ら
っ
て
欲
し
い

で
す
」
と
、
気
合
い
の
入
っ
た

コ
メ
ン
ト
。

２
人
に
よ
る
と
J
和
太
鼓
部

の
魅
力
は
、
仲
の
良
さ
。
先
輩

後
輩
関
係
な
く
あ
だ
名
で
呼
び

合
う
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
雰
囲
気

の
部
活
動
と
の
こ
と
。
演
奏
中

に
も
垣
間
見
得
る
仲
の
良
さ
と

か
っ
こ
よ
さ
の
メ
リ
ハ
リ
に
も

注
目
だ
。
桐
華
祭
に
向
け
て
気

合
十
分
の
J
和
太
鼓
部
の
演
奏

を
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

（
唐
津
奈
々
子
、
蛭
川
美
佳
子
）

ラ
イ
デ
ザ
が
選
ぶ

お
薦
め

展
示
・
出
店

念
願
の
弁
当
販
売

「
映
え
」
で
桐
華

祭
に
彩
り
添
え
る

徳
野
ゼ
ミ

コ
メ
デ
ィ
ー

初
上
演

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
部

選
曲
に
工
夫

気
合
い
の
演
奏

J
和
太
鼓
部

志村学長室にお邪魔しました。お忙し

い合間を縫って私たちのインタビューに

快く応じていただきました。

（植村萌絵、富樫奈々、中西麻樹）

◆今年の桐華祭で楽しみにしていること

は何ですか。

学長 皆さんの元気な様子、活躍してい

る様子を見ることができれば一番いいで

すね。テーマが「笑顔満祭」、皆さんの

笑顔がはじけ飛ぶような、そんな桐華祭

になってほしいと思います。昨年のテー

マは「起笑転結」で「承」を「笑」にし

ました。笑顔というのは楽しかったり、

幸せだったり、仲良くできていることが自然と表れてくると思います。

イベント準備でしくじっちゃったという人もいるかもしれない。そん

なことがあっても最終的にいい桐華祭だったなと笑顔があふれてほし

いですね。学生も、外部からいらっしゃるみなさんも満足して帰って

いただければと。

◆今までの桐華祭で一番印象に残っていることってありますか。

学長 だいぶ昔になりますが、「アニー」というミュージカルが印象

深いですね。ずいぶん完成度が高い。練習を積み重ねてきたのだろう

なと思いました。登場人物として舞台に上がる人もそれをサポートす

る人も全体が盛り上げていた、そんな感じのミュージカルだったかな。

◆学長が学生だった頃印象に残る文化祭の出来事はありますか。

学長 僕が学生の頃は学園紛争っていうのがけっこう盛んでね、文化

祭っていうところへ熱心に参加するという雰囲気はなかったですね。

今から思うと残念ですが。

◆桐華祭に参加する学生と来場者に向けてのメッセージをお願いしま

す。

学長 桐華祭というのは学生の皆さんが日ごろ大学の中でいろいろ活

動してきた成果を自分たちが振り返るということもあるし、外から来

られたお客さんや教職員に見ていただく良い機会だと思います。パン

フレットにも書きましたが、本学の建学の精神が刻み込まれた学園歌

には、人間として、社会人として生きていくうえで基本的なことは一

生懸命体と心を強く鍛え、そして勉強して、世の中みんなのために役

立つような人になりますという思いと、「そうなってくださいね」と

いう教職員の思いが込められています。そういう意味で本学に入学さ

れた方がやはりその学園歌の精神にのっとって自身を鍛える。鍛えて

きた成果の一つが桐華祭という形で表れてくると思うのです。学生の

皆さんたちの成果を外部の人たちに見ていただく、皆さんにとっては

とても素晴らしいイベントになった、その裏には学生の皆さんが日ご

ろからしっかり丁寧に取り組んできた土台があるんだってことを理解

でき、伝わることができればとても嬉

しい。そして十文字っていい大学だなっ

ていうことを、桐華祭においでいただ

いた方に思っていただけるといいなと

考えています。

学長室におじゃましました

学園歌に込められた建学の精神
「桐華祭で花開け」 志村二三夫学長

2019（令和元）年10月26日 （２）


